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１．
前田寛治

《少女立像（習作）》
制作年不明
画布にペンと油彩
11.2 × 7.0cm
個人蔵



２．
生野祥雲齋

《六稜竹花生》
昭和前期
竹、籐
29.0 × 20.8 × 23.8cm
大分県立美術館



３．
福田平八郎

《雲》
1950（昭和 25）年
絹本彩色　第６回日展
118.7 × 85.0cm
大分県立美術館
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一　

は
じ
め
に

　

二
〇
二
一
年
に
大
分
県
立
美
術
館
で
開
催
し
た
〈
生
誕
百
十
年
記
念 

糸
園
和
三
郎

展
～
魂
の
祈
り
、
沈
黙
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
～
〉
は
、
八
十
点
近
く
の
油
彩
画
や
リ
ト
グ
ラ

フ
、
素
描
を
展
示
し
た
回
顧
展
で
あ
る
。
本
展
の
特
徴
は
、
初
公
開
と
な
る
素
描
と
作

家
資
料
を
多
数
紹
介
し
た
こ
と
で
あ
る
。
作
家
資
料
は
、
大
別
し
て
二
つ
に
分
け
ら
れ

る
。
一
つ
は
、
糸
園
和
三
郎
（
一
九
一
一
―
二
〇
〇
一
年
）
本
人
が
生
前
に
使
用
し
て

い
た
絵
筆
や
パ
レ
ッ
ト
代
わ
り
に
使
っ
て
い
た
缶
の
蓋
な
ど
の
画
材
で
あ
る
。
自
分
の

作
品
に
つ
い
て
語
る
こ
と
が
少
な
い
作
家
の
制
作
現
場
を
か
い
ま
み
る
こ
と
の
で
き
る

資
料
と
い
え
る
。
も
う
一
つ
は
、
糸
園
自
ら
が
自
宅
や
ア
ト
リ
エ
に
飾
っ
て
い
た
作
品

で
あ
る
。
会
場
面
積
等
の
都
合
に
よ
り
一
部
の
み
の
紹
介
に
留
ま
っ
た
が
、
い
ず
れ
も

作
家
本
人
が
ど
の
よ
う
な
作
品
を
気
に
入
り
、
日
常
的
に
目
に
し
て
い
た
の
か
理
解
で

き
る
資
料
で
あ
る
。

　

こ
の
う
ち
、
本
稿
で
取
り
上
げ
る
の
が
、
糸
園
が
師
事
し
た
前
田
寛
治
（
一
八
九
六

―
一
九
三
〇
年
）
の
《
少
女
立
像
（
習
作
）》（
図
１
）
と
い
う
初
公
開
の
作
品
で
あ
る
。

題
名
が
示
す
と
お
り
、
主
要
な
モ
テ
ィ
ー
フ
は
た
た
ず
む
少
女
で
あ
り
、
明
度
の
高
い

色
彩
で
彩
ら
れ
て
い
る
。

　
《
少
女
立
像
》
の
重
要
性
は
、
前
田
の
作
品
が
新
た
に
発
見
さ
れ
た
こ
と
に
あ
る
。

ま
た
、
本
作
品
は
、
独
自
の
レ
ア
リ
ス
ム
を
追
求
し
た
前
田
と
、
シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム

の
作
家
と
し
て
活
躍
し
た
糸
園
の
接
点
に
つ
い
て
考
察
す
る
切
り
口
に
も
な
る
。

二　
《
少
女
立
像
》

　

本
作
品
は
、十
一
・
二
×
七
・
〇
㎝
程
度
の
小
さ
な
作
品
で
あ
り
、題
名
等
の
情
報
は
、

作
品
裏
面
に
集
ま
っ
て
い
る
（
図
２
）。
印
字
さ
れ
た
文
字
（
該
当
部
分
に
傍
線
）
に
加

え
て
、
糸
園
以
外
の
筆
跡
で
次
の
よ
う
に
書
か
れ
て
い
る
。

　

エ
ス
キ
ー
ス

　

画
題　

少
女
立
像

　
　
　
　
　
　
　

二
五
円

　

作
者　

前
田
寛
治

　

作
品　
　
　
　
　
　

番

　
　
　
　
　
　
　
　
　

新
宿
・
天
城
画
廊

　

こ
の
作
品
は
ペ
ン
画
の
上
に
油
彩
点
描
を
施
せ
る
も
の
。
大
作
の
下
絵
と
し
て
の
エ

ス
キ
ー
ス
な
れ
ど
作
品
を
描
か
ず
こ
の
作
者
没
す
。（
作
者
の
愛
弟
子
糸
園
氏
□
□
）

　

最
後
の
文
章
か
ら
、
前
田
が
、
後
に
油
彩
画
を
制
作
す
る
予
定
だ
っ
た
が
、
そ
れ

を
成
す
こ
と
な
く
亡
く
な
っ
た
こ
と
が
読
み
取
れ
る
。
制
作
年
は
記
さ
れ
て
い
な
い

が
、
前
田
が
一
九
二
九
年
に
入
院
し
、
翌
一
九
三
〇
年
に
没
し
た

（
註
１
）こ

と
を
考
え
る
と
、

一
九
二
八
年
前
後
で
あ
る
こ
と
が
推
定
さ
れ
る
。

　

前
田
は
、
初
期
か
ら
晩
年
に
至
る
ま
で
子
供
を
モ
テ
ィ
ー
フ
と
し
た
作
品
を
数
多
く

　
前
田
寛
治
《
少
女
立
像
（
習
作
）》―
糸
園
和
三
郎
の
恩
師
の
作
品
―�

梶
原
　
麻
奈
未
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描
い
て
お
り
、《
少
女
立
像
》
も
そ
の
う
ち
の
一
つ
で
あ
る
。

　

技
法
的
に
は
共
通
す
る
要
素
を
持
つ
油
彩
画
を
い
く
つ
か
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

本
作
品
の
よ
う
に
、
顔
や
体
を
明
度
の
高
い
色
彩
で
描
き
、
そ
れ
よ
り
も
濃
く
太
い
線

で
途
切
れ
が
ち
に
縁
取
る
描
き
方
は
、
一
九
二
八
年
の
作
品
《
赤
い
帽
子
の
少
女
》（
図

３
）
や
《
棟
梁
の
家
族
》（
図
４
）
に
共
通
す
る
。
こ
れ
は
、
例
え
ば
、《
立
て
る
子
供
》

（
一
九
二
二
年
）（
図
５
）
の
よ
う
な
一
九
二
〇
年
代
前
半
の
作
品
に
は
見
ら
れ
な
い
も

の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
と
、
一
九
二
九
年
に
前
田
が
入
院
し
た
こ
と
か
ら
、
本
作
品
は
、

一
九
二
八
年
前
後
に
制
作
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　

糸
園
が
い
つ
頃
、
ど
の
よ
う
な
経
緯
で
こ
の
習
作
を
購
入
し
た
の
か
に
関
す
る
記
録

は
残
っ
て
い
な
い
。
糸
園
が
本
作
品
を
自
分
の
ア
ト
リ
エ
に
飾
っ
て
い
た
こ
と
の
み
、

一
九
七
八
年
の
『
ア
サ
ヒ
ギ
ャ
ラ
リ
』

（
註
２
）と

一
九
八
三
年
の
画
集（

註
３
）に

掲
載
さ
れ
た
写
真
か

ら
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
。
写
真
が
画
集
の
発
行
年
と
同
じ
年
に
撮
影
さ
れ
た
と
す

れ
ば
、糸
園
が
七
十
代
に
な
っ
て
か
ら
も
亡
き
師
の
作
品
を
飾
っ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。

三　

前
田
の
指
導

　

糸
園
が
前
田
の
作
品
に
出
会
っ
た
の
は
、
十
代
の
頃
に
さ
か
の
ぼ
る
。
骨
髄
炎
の
手

術
の
結
果
、
中
学
校
に
進
学
す
る
こ
と
を
断
念
し
た
糸
園
は
、
父
親
の
勧
め
で
上
京
し
、

川
端
画
学
校
に
通
っ
た
。
ま
も
な
く
、
一
九
三
〇
年
協
会
展
に
出
品
さ
れ
て
い
た
前
田

の
作
品
に
感
激
し
、
前
田
の
主
催
す
る
写
実
研
究
所
に
通
う
よ
う
に
な
る
。
一
九
二
九

年
九
月
か
ら
前
田
が
没
す
る
一
九
三
〇
年
四
月
ま
で
の
一
年
に
満
た
な
い
期
間
だ
が
、

糸
園
に
と
っ
て
思
い
出
深
い
経
験
だ
っ
た
よ
う
だ
。
糸
園
が
前
田
か
ら
直
接
指
導
を
受

け
た
の
は
五
回
程
度
で
あ
っ
た
と
い
う
。
会
え
る
機
会
も
少
な
か
っ
た
が
、
前
田
が
い

る
時
に
は
、
全
員
が
緊
張
し
、
崇
拝
す
る
師
の
一
言
一
言
が
印
象
深
か
っ
た
と
回
想
し

て
い
る
。

　

中
で
も
、
糸
園
が
し
ば
し
ば
思
い
だ
し
て
語
っ
た
の
が
、
見
た
と
お
り
に
描
く
よ
う

に
、
と
い
う
教
え
だ
っ
た
。
糸
園
が
、「
前
寛
張
り
」
と
呼
ば
れ
る
描
き
方
で
青
い
リ

ン
ゴ
を
赤
茶
色
に
仕
上
げ
た
と
こ
ろ
、
前
田
が
そ
の
リ
ン
ゴ
を
明
る
い
緑
で
塗
っ
て
し

ま
っ
た
。
当
時
の
糸
園
に
は
納
得
し
が
た
い
指
導
だ
っ
た
が
、
見
た
と
お
り
に
描
く
よ

う
に
、
と
い
う
教
え
だ
っ
た
と
後
に
考
え
る
よ
う
に
な
っ
た

（
註
４
）。

そ
の
後
、
糸
園
は
、
物

を
見
な
い
で
頭
の
中
で
描
き
た
い
絵
の
イ
メ
ー
ジ
が
固
ま
っ
て
か
ら
制
作
す
る
と
い
う

ス
タ
イ
ル
を
確
立
す
る

（
註
５
）が

、
前
田
の
教
え
を
忘
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
後
年
、
裸
婦

の
素
描
を
描
く
に
あ
た
り
、
モ
デ
ル
と
対
峙
し
た
糸
園
は
、
次
の
よ
う
に
語
っ
て
い
る
。

　

裸
婦
を
は
じ
め
て
描
い
た
の
は
十
七
歳
の
時
だ
っ
た
の
で
、
五
十
数
年
の
昔
の
こ
と
に
な
る
。

そ
の
後
は
物
を
見
な
い
で
物
を
描
く
絵
描
き
の
一
人
に
な
っ
た
の
で
裸
婦
は
ほ
と
ん
ど
描
か
な
く

な
っ
た
し
、
素
描
も
し
な
く
な
っ
た
。（
中
略
）
さ
て
、
モ
デ
ル
と
対
峙
す
る
と
、
嘗
つ
て
過
し
た

研
究
所
時
代
が
昨
日
の
よ
う
に
甦
っ
て
く
る
。
私
は
何
ん
の
意
図
も
な
く
目
に
見
え
た
ま
ま
を
写

し
と
る
こ
と
に
専
念
し
た（

註
６
）。

　

こ
れ
は
そ
の
ま
ま
、
前
田
と
糸
園
の
制
作
ス
タ
イ
ル
の
基
本
的
な
違
い
を
表
し
て
い

る
。
糸
園
が
自
分
の
方
向
性
を
自
覚
し
た
の
は
、
一
九
三
二
年
に
独
立
美
術
展
に
出
品

す
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
の
こ
と
で
あ
り
、
シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
と
の
出
会
い
を
と
お

し
て
自
分
自
身
の
描
き
た
い
も
の
が
は
っ
き
り
し
て
き
た
と
晩
年
に
述
べ
て
い
る

（
註
７
）。

四　

お
わ
り
に

　

今
回
初
公
開
さ
れ
た
前
田
の
《
少
女
立
像
》
は
、
前
田
が
入
院
し
た
時
期
と
描
き
方

の
特
徴
か
ら
、
一
九
二
八
年
頃
に
制
作
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
作
品
を
含
め
て
現

実
の
事
物
を
描
く
前
田
の
ス
タ
イ
ル
は
、
後
の
糸
園
の
ス
タ
イ
ル
と
は
明
ら
か
に
異
な
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る
が
、
師
の
教
え
は
、
晩
年
ま
で
糸
園
の
心
に
強
く
残
っ
て
い
た
。
そ
し
て
、
ア
ト
リ

エ
に
は
、
糸
園
を
見
守
る
か
の
よ
う
に
、《
少
女
立
像
》
が
飾
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

註
１　

前
田
寛
治
著
、
前
田
棟
一
郎
編
『
病
中
日
記
』
病
中
日
記
刊
行
会
、
八
坂
書
房
、
一
九
九
九
年
、

二
一
〇
頁
。

　
　
　
『
病
中
日
記
』
は
、
前
田
が
一
九
二
九
年
六
月
に
入
院
し
て
か
ら
、
翌
一
九
三
〇
年
四
月
に
生

涯
を
お
え
る
ま
で
の
日
記
の
影
印
を
載
せ
、
翻
刻
し
た
本
で
あ
る
。《
少
女
立
像
》
に
つ
い
て

は
述
べ
ら
れ
て
い
な
い
。

註
２　

糸
園
が
ア
ト
リ
エ
に
《
少
女
立
像
》
を
飾
っ
て
い
た
写
真
が
あ
る
こ
と
、
ま
た
そ
の
出
典
に
つ

い
て
、
中
津
市
歴
史
博
物
館
の
吉
川
和
彦
副
館
長
か
ら
ご
教
示
い
た
だ
い
た
。『
ア
サ
ヒ
ギ
ャ

ラ
リ
』
サ
ン
ポ
ウ
ジ
ャ
ー
ナ
ル
、
第
三
十
五
号
、
一
九
七
八
年
五
月
、
四
頁
。

註
３　
『
糸
園
和
三
郎
画
集
』
求
龍
堂
、
一
九
八
三
年
、
六
頁
（
一
九
八
三
年
八
月
竹
見
良
二
撮
影
）。

糸
園
の
肖
像
写
真
の
背
景
に
《
少
女
立
像
》
と
思
わ
れ
る
作
品
が
映
っ
て
い
る
。

註
４　

前
田
の
指
導
内
容
に
つ
い
て
は
、
一
九
九
五
年
の
図
録
に
掲
載
さ
れ
た
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
詳

し
く
述
べ
ら
れ
て
い
る
。「
糸
園
和
三
郎
が
語
る
『
糸
園
和
三
郎
と
そ
の
時
代
』」『
糸
園
和
三

郎
と
そ
の
時
代
展
』
大
分
県
立
芸
術
会
館
、
一
九
九
五
年
、
五-

六
頁
。

　
　
　

特
に
リ
ン
ゴ
の
色
の
出
来
事
と
、「
見
え
た
と
お
り
に
描
く
」
と
い
う
前
田
の
教
え
に
つ
い
て

は
、
幾
度
も
回
想
し
て
い
る
。
例
と
し
て
、『
赤
旗
』
と
『
月
刊
美
術
』
を
参
照
。

　
　
　

山
口
泰
二
「
学
問 

文
化 

静
け
さ
を
貫
く
批
判
精
神
」『
赤
旗
』
一
九
九
七
年
、
第
九
面
。

　
　
　
「
糸
園
和
三
郎
展　

七
十
年
ぶ
り
に
現
わ
れ
た
前
田
写
実
研
究
所
時
代
の
静
物
画
」『
月
刊
美

術
』
一
九
九
九
年
五
月
号
、
一
九
二
頁
。

註
５　
「V

IEW
 IN
T
ERV

IEW
 

糸
園
和
三
郎
さ
ん 

洋
画
家-

孤
高
の
歴
史-

『
ビ
ュ
ー
す
ぎ
な
み
』

杉
並
区
広
報
課
、
一
九
九
七
年
二
月
二
十
日
、
九
頁
。

註
６　

糸
園
和
三
郎
「
久
方
振
り
の
『
ガ
ラ
ス
絵
』
と
裸
婦
素
描
」『
會
』
第
二
百
十
一
号
、
一
九
八
一

年
九
月
、
四-

五
頁
。

註
７　
「
新
春
対
談-

紫
と
光
が
醸
す
糸
園
芸
術
」『
大
分
合
同
新
聞
』一
九
九
六
年
一
月
四
日
、第
四
面
。

図１　前田寛治《少女立像（習作）》
　　　制作年不明
　　　画布にペンと油彩
　　　11.2 × 7.0cm
　　　個人蔵
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図３　前田寛治《赤い帽子の少女》1928 年
　　　画布に油彩
　　　117.0 × 90.9cm
　　　三重県立美術館蔵

図５　前田寛治《立てる子供》1922 年
　　　画布に油彩
　　　117.0 × 80.5cm
　　　鳥取県立博物館蔵
　　　『前田寛治の芸術：詩情と造形』25 頁。

図４　前田寛治《棟梁の家族》1928 年
　　　画布に油彩
　　　131.0 × 162.5cm
　　　鳥取県立博物館蔵
　　　『前田寛治の芸術：詩情と造形』愛知県美術館・編、
　　　愛知県美術館・中日新聞社、1999 年、33 頁。

図２　前田寛治《少女立像（習作）》裏面（一部）
　　　個人蔵
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は
じ
め
に

　

生
野
祥
雲
齋（
一
九
〇
四
―
一
九
七
四
）
は
別
府
市
出
身
の
竹
工
芸
作
家
で
あ
り
、

竹
工
芸
分
野
で
初
め
て
重
要
無
形
文
化
財「
竹
芸
」
の
保
持
者（
人
間
国
宝
）
と
し
て
認

め
ら
れ
た
人
物
で
あ
る
。
一
九
二
三
年（
大
正
十
二
年
）に
佐
藤
竹
邑
齋（
一
九
〇
一
―

一
九
二
九
）
に
師
事
し
二
年
後
に

は
独
立
、
皇
室
へ
の
献
上
品
等
を

制
作
し
つ
つ
、
一
九
四
〇
年（
昭

和
十
五
年
）
に
は
紀
元
二
千
六
百

年
奉
祝
美
術
展
覧
会
で
初
め
て
入

選
す
る
。
そ
の
後
も
新
文
展
、
日

展
に
度
々
入
選
、
一
九
五
九
年

（
昭
和
三
十
四
年
）
に
は
日
展
会

員
と
な
る
。
一
九
六
七
年（
昭
和

四
十
二
年
）
に
重
要
無
形
文
化
財

保
持
者
に
認
定
さ
れ
、
一
九
六
九

年（
昭
和
四
十
四
年
）
に
は
紫
綬
褒

章
を
受
章
し
た
。
作
風
は
初
期
の

緻
密
な
編
組
を
用
い
た
作
品
か
ら
、

彫
刻
的
で
空
間
を
意
識
し
た
作
品
、

そ
し
て
竹
自
体
の
美
し
さ
を
表
す

よ
う
な
作
品
へ
と
変
化
し
た
。

　

大
分
県
立
美
術
館
で
は
こ
の
生
野
祥
雲
齋
の
作
品
を
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
中
核
を
成
す

も
の
の
一
つ
と
し
て
お
り
、
作
品
七
十
五
点
、
資
料
二
点
を
収
蔵
し
て
い
る
。

　

今
回
は
令
和
三
年
度
の
新
収
蔵
品
と
な
っ
た
生
野
祥
雲
齋
作《
六
稜
竹
花
生
》（
口
絵

２
）に
つ
い
て
紹
介
し
た
い
。

作
品
概
要

　

本
作
品
は
底
面
が
六
角
形
の

壺
型
を
し
て
お
り
、
煤
竹
と

籐
で
編
ま
れ
た
高
さ
二
十
九
．

〇
㎝
、
幅
二
十
三
．八
㎝
、
奥

行
二
十
．八
㎝
の
作
品
で
あ

る
。
底
面
に「
祥
雲
齋
泰
山
造

之
」
の
彫
銘
を
持
つ
（
図
一
）。

緻
密
な
四
ッ
目
編
で
大
部
分

を
編
み
上
げ
て
お
り
、
そ
れ

ぞ
れ
の
面
の
中
心
に
は
横
方

向
の
ひ
ご
に
一
部
色
の
異
な

る
ひ
ご
を
重
ね（

１
）、

そ
の
編
み

目
を
ず
ら
す
こ
と
で
菱
文
や

菱
花
文
（
図
二
、
三
）
を
、
面

の
四
隅
に
は
同
様
の
色
の
異

　
作
品
紹
介
　
生
野
祥
雲
齋«

六
稜
竹
花
生»�

柴
﨑
　
香
那

図一　彫銘

図二、三　面の中央部の菱文、菱花文
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な
る
ひ
ご
で
縦
方
向
・
横
方
向
そ

れ
ぞ
れ
の
編
み
目
を
飛
ば
す
こ
と

で
菱
形
の
装
飾
（
図
四
）
を
施
し
て

い
る
。
ま
た
六
角
形
の
角
の
部
分
、

壺
型
の
肩
の
部
分
に
は
割
っ
た
竹

が
骨
格
の
よ
う
に
渡
し
て
あ
り
、

そ
れ
ら
は
籐
飾
り
で
留
め
ら
れ
て

い
る
。
ま
た
内
側
は
、
網
代
編
で

落
と
し
に
沿
う
よ
う
に
円
筒
状
に

編
み
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
本
作
品
に
は
漆
塗
り
の
竹
筒
の
落
と
し
と
、
蓋
表
に
「
六
稜

竹
花
生
」
の
作
品
名
が
、
蓋
裏
に
「
祥
雲
齋
泰
山
造
「
祥
雲
齋
」（
朱
文
方
印
）」
の
落
款

印
章
が
記
さ
れ
た
桐
の
共
箱
が
付
属
し
て
い
る
（
図
五
、六
）。

　

本
作
品
は
二
〇
一
二
年
（
平
成
二
十
四
年
）
に
大
分
県
立
芸
術
会
館
で
開
催
さ
れ
た

「
竹
工
芸
の
継
承
・
革
新
―
早
川
尚
古
齋
・
田
邊
竹
雲
齋
・
飯
塚
琅
玕
齋
・
生
野
祥
雲

齋
を
中
心
に
―
」
に
て
初
め
て
公
開
さ
れ
、
こ
の
度
当
館
が
収
蔵
す
る
に
至
っ
た
。

　

本
作
品
は
祥
雲
齋
の
初
期
の
作
品
と
考
え
ら
れ
る
。
祥
雲
齋
は
独
立
し
た
後
、

一
九
三
〇
年
代
頃
ま
で
の
制
作
活
動
の

初
期
に
は
唐
物
風
の
作
品
を
手
が
け
て

い
る
。
竹
工
芸
作
品
に
お
け
る
「
唐
物
」

と
は
、
中
国
か
ら
の
舶
来
品
で
あ
っ
た

竹
籃
で
、
一
般
的
に
は
緻
密
に
編
ま
れ

て
お
り
、
美
し
い
対
称
性
や
均
一
性
を

特
徴
と
す
る
作
品
を
指
す
。
た
だ
唐
物

風
の
作
品
で
は
あ
る
が
、
既
に
「
祥
雲
齋

泰
山
」
の
号
を
用
い
て
い
る
こ
と
か
ら
、

少
な
く
と
も
臼
杵
市
の
見
星
寺
に
て
「
祥

雲
齋
」
号
を
授
か
っ
た
一
九
三
二
年
（
昭

和
七
年
）
以
降
の
作
品
で

あ
る
。

　

祥
雲
齋
は
こ
の
よ
う
な

緻
密
な
四
ッ
目
編
の
地
に

色
の
異
な
る
ひ
ご
で
菱
形

の
装
飾
を
施
し
た
作
品
を

い
く
つ
か
制
作
し
て
い

る
。
本
作
品
以
外
は
い
ず

れ
も
所
在
不
明
で
あ
る

が
、
画
像
は
祥
雲
齋
の

没
年
で
あ
る
一
九
七
四

年
（
昭
和
四
十
九
年
）
刊

図五　蓋表銘
　　　「六稜竹花生」

図六　蓋裏落款印章
　　　「祥雲齋泰山造
　　　「祥雲齋」
　　　（朱文方印）」

図七　《六稜菱花紋盛籃》

図八　《重菱紋炉屛》

図四　面の四隅の菱形の装飾
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行
の
『
生
野
祥
雲
斎
竹
藝
作
品
集
』
や
、
一
九
八
五
年
（
昭
和
六
〇
年
）
に
大
分
県
立

芸
術
会
館
で
開
催
さ
れ
た
「
生
野
祥
雲
齋
展
」
図
録
に
参
考
図
版
と
し
て
紹
介
さ
れ
て

い
る
。
そ
の
中
で
年
紀
の
分
か
る
作
品
が
、
一
九
三
五
年
（
昭
和
一
〇
年
）
に
制
作
し
、

大
分
県
か
ら
天
皇
陛
下
へ
献
上
し
た
と
さ
れ
る（

２
）《

六
稜
菱
花
紋
盛
籃
》（
図
七
）、
そ
し

て
一
九
三
六
年（
昭
和
十
一
年
）に
制
作
さ
れ
た
と
さ
れ
る（

３
）《

重
菱
紋
炉
屛
》（
図
八
）、《
重

菱
紋
四
方
華
籃
》（
図
九
）

で
あ
る
。

　

な
か
で
も
一
際
特
徴
が

類
似
し
た
作
品
と
し
て
は

《
重
菱
紋
四
方
華
籃
》
が
挙

げ
ら
れ
る
。
本
作
品
は
六

角
、《
重
菱
紋
四
方
華
籃
》

は
四
角
で
は
あ
る
が
、
ど

ち
ら
も
籐
飾
り
の
す
ぼ

ま
っ
た
口
に
肩
の
張
っ
た
壺
型
で
、

胴
部
に
緩
や
か
な
ふ
く
ら
み
を
持
た

せ
て
お
り
、
籃
の
角
に
あ
た
る
部
分

に
は
骨
格
の
よ
う
に
幅
広
の
竹
が
渡

し
て
あ
る
。
ま
た
《
重
菱
紋
四
方
華

籃
》
の
幅
の
狭
い
面
の
菱
形
文
様
は

三
つ
の
菱
形
が
縦
に
並
ん
で
お
り
、

中
心
の
菱
形
の
み
二
重
に
な
っ
て
い

る
。
こ
れ
は
本
作
品
の
二
種
類
の
面

の
う
ち
一
種
と
完
全
に
一
致
す
る
。

《
重
菱
紋
四
方
華
籃
》
の
大
き
さ
は
高

さ
の
み
が
伝
わ
る
が
三
〇
㎝
と
あ
り
、
ほ
ぼ
同
じ
大
き
さ
で
あ
る
。

　

以
上
に
紹
介
し
た
作
品
に
見
ら
れ
る
、
細
い
竹
ひ
ご
で
緻
密
に
編
ん
だ
地
の
編
組
に

菱
形
の
文
様
を
加
え
る
と
い
う
特
徴
は
、
一
九
四
〇
年
代
の
初
期
の
文
展
入
選
作
品
で

あ
る
《
八
稜
櫛
目
編
盛
籃
》
や
《
木
瓜
形
菱
花
紋
透
盛
籃
》（
図
十
）
に
も
見
ら
れ
る
が
、

そ
れ
以
前
の
作
品
ほ
ど
作
品
の
大
部
分
を
占
め
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
櫛
目
編
と
の

組
み
合
わ
せ
の
中
で
一
つ
の
装
飾
と
な
っ
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
。

　

こ
の
よ
う
な
作
品
の
比
較
か
ら
、
本
作
品
の
制
作
年
代
は
お
お
よ
そ
一
九
三
五
、六

年
頃
と
推
測
さ
れ
る
。

註
（
１
）：
こ
の
よ
う
に
異
な
る
色
の
ひ
ご
を
表
出
さ
せ
る
方
法
と
し
て
は
、
色
の
異
な
る
ひ
ご
を
重
ね

る
か
、
該
当
部
分
の
み
色
を
染
め
る
と
い
う
こ
と
が
仮
定
さ
れ
る
が
、
別
府
市
竹
細
工
伝
統

産
業
会
館
の
宮
坂
美
穂
氏
を
は
じ
め
複
数
の
竹
工
芸
作
家
に
聞
き
取
り
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、

後
者
の
技
法
は
聞
い
た
こ
と
が
な
い
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
。
本
作
品
の
ひ
ご
は
非
常
に
細
か

い
も
の
で
あ
る
た
め
、
確
実
に
ひ
ご
を
重
ね
た
よ
う
な
断
面
等
は
確
認
で
き
な
い
が
、
以
上

の
こ
と
か
ら
前
者
の
技
法
を
用
い
た
可
能
性
が
高
い
と
し
、
今
回
は
こ
の
よ
う
な
説
明
と
し

て
い
る
。

（
２
）：
大
分
県
立
芸
術
会
館
『
生
野
祥
雲
齋
展
』、
一
九
八
五
年
、

（
３
）：
生
野
祥
雲
齋
『
生
野
祥
雲
斎
竹
藝
作
品
集
』
講
談
社
、
一
九
七
四
年
、

図
版
典
拠

　

図
一
、
図
五
、
図
六
：
友
永
尚
子
氏
提
供

　

図
二
、
図
三
、
図
四
：
筆
者
撮
影

　

図
七
：
大
分
県
立
芸
術
会
館
『
生
野
祥
雲
齋
展
』、
一
九
八
五
年
、

　

図
八
、
図
九
：
生
野
祥
雲
齋
『
生
野
祥
雲
斎
竹
藝
作
品
集
』
講
談
社
、
一
九
七
四
年
、

図九　《重菱紋四方華籃》

図十　《木瓜形菱花紋透盛籃》
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１
、
は
じ
め
に
―
修
復
の
経
緯

２
、
修
復
前
の
状
態

３
、
修
復
概
要

　
（
１
）
額
装
解
体

　
（
２
）
絵
具
調
査
と
ク
リ
ー
ニ
ン
グ

　
（
３
）
作
品
裏
打
ち
、
泛
張
り
、
パ
ネ
ル
張
り

　
（
４
）
補
彩
―
青
に
つ
い
て

　
（
５
）
額
装

４
、《
雲
》
に
つ
い
て
―
表
現
と
成
立
背
景

５
、
お
わ
り
に

１
、
は
じ
め
に
―
修
復
の
経
緯

　

大
分
県
立
美
術
館
で
は
、収
蔵
品
の
修
復
を
継
続
的
に
お
こ
な
っ
て
い
る
。
修
復
は
、

保
存
上
や
展
示
上
、
問
題
が
あ
る
作
品
や
資
料
を
よ
り
適
切
な
状
態
に
し
て
後
世
に
伝

え
る
、
と
い
う
収
蔵
品
を
も
つ
美
術
館
・
博
物
館
等
に
お
け
る
最
も
基
本
的
な
活
動
の

一
つ
で
あ
る
。

　

本
稿
に
お
い
て
は
、
令
和
二
年
度
に
公
益
財
団
法
人
出
光
美
術
館
助
成
事
業
部

（
旧
出
光
文
化
福
祉
財
団
）
の
修
復
助
成
を
受
け
、
令
和
三
年
度
末
に
修
復
が
完
了
し

た
福
田
平
八
郎
の
《
雲
》（
昭
和
二
五
年
＝
一
九
五
〇
年
、
第
六
回
日
展
出
品
、
寸
法

一
一
八
．七
×
八
五
．〇
㎝
、
口
絵
３
）
の
修
復
概
要
を
報
告
す
る
こ
と
を
主
目
的
と
す

る
。

　
福
田
平
八
郎
《
雲
》
修
復
報
告�

宗
像
　
晋
作

口絵３　福田平八郎《雲》
　　　　1950（昭和 25）年　絹本彩色
　　　　第 6 回日展
　　　　118.7 × 85.0cm
　　　　大分県立美術館
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ま
た
、
福
田
平
八
郎
《
雲
》
は
、
大
分
県
立
美
術
館
の
前
身
に
あ
た
る
大
分
県
立
芸

術
会
館
が
、
平
成
二
六
年
度
に
遺
族
か
ら
寄
贈
を
受
け
た
作
品
で
あ
る
が
、
寄
贈
の
時

点
で
、
既
に
画
面
や
額
装
は
酷
く
傷
ん
だ
状
態
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
今
ま
で
一
度
も

展
示
公
開
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
作
品
で
あ
る
。
令
和
四
年
度
に
は
、
修
復
後
初

公
開
を
予
定
し
て
い
る
が
、
日
展
出
品
以
来
、
実
に
七
二
年
ぶ
り
の
展
示
公
開
と
い
う

こ
と
に
な
る
。
長
期
の
未
公
開
ゆ
え
に
、
知
ら
れ
ざ
る
作
品
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
《
雲
》

で
あ
る
が
、
あ
ら
た
め
て
そ
の
造
形
的
特
徴
や
成
立
背
景
を
踏
ま
え
、
福
田
平
八
郎
の

絵
画
表
現
の
新
た
な
一
面
と
し
て
紹
介
し
た
い
。

２
、
修
復
前
の
状
態

　
《
雲
》
の
修
復
過
程
を
報
告
す
る
上
で
、
ま
ず
は
修
復
前
の
状
態
に
ど
の
よ
う
な
問

題
が
あ
っ
た
の
か
を
見
て
お
き
た
い
（
図
１
）。
本
作
品
の
構
図
は
、
白
の
絵
具
に
よ
っ

て
描
か
れ
た
雲
の
部
分
と
、青
の
絵
具
に
よ
っ
て
描
か
れ
た
空
の
部
分
に
大
別
で
き
る
。

一
目
で
容
易
に
視
認
で
き
る
ほ
ど
に
、
絹
本
の
画
面
全
体
に
は
無
数
の
シ
ミ
が
細
か
い

点
と
な
っ
て
発
生
し
て
い
た
。
特
に
雲
が
描
か
れ
た
部
分
は
、
白
の
絵
具
上
に
褐
色
の

色
素
に
よ
る
シ
ミ
の
発
生
が
顕
著
に
わ
か
る
状
態
で
あ
っ
た
（
図
２
）。
こ
う
し
た
褐

色
の
シ
ミ
は
、
カ
ビ
に
よ
る
劣
化
症
状
の
一
つ
と
考
え
ら
れ
、
フ
ォ
ク
シ
ン
グ
と
呼
ば

れ
る

（
註
１
）。

　

ま
た
、
青
の
絵
具
で
空
が
描
か
れ
た
部
分
に
は
、
粒
状
に
隆
起
し
た
黄
色
味
が
か
っ

た
斑
点
が
、
画
面
右
上
部
や
左
上
部
を
中
心
に
確
認
で
き
た
。
こ
れ
も
明
ら
か
に
絵
画

表
現
と
は
無
関
係
と
考
え
ら
れ
、あ
る
種
の
カ
ビ
の
発
生
状
況
と
判
断
さ
れ
た（
図
３
）。

こ
う
し
た
シ
ミ
と
カ
ビ
に
侵
さ
れ
た
画
面
は
、
画
家
が
意
図
し
た
本
来
の
色
面
と
は
著

し
く
異
な
る
も
の
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
状
態
で
あ
っ
た
。

　

額
装
に
つ
い
て
は
、
シ
ル
バ
ー
に
塗
ら
れ
た
木
製
の
外
縁
に
、
ア
イ
ボ
リ
ー
調
の
裂

地
を
張
っ
た
マ
ッ
ト
で
あ
る
。
外
縁
は
緩
ん
で
取
れ
そ
う
な
状
態
で
あ
り
、
マ
ッ
ト
の

図１　福田平八郎《雲》 修復前の全図

図２　《雲》 白雲の右上部拡大（シミの状況）

図３　《雲》 青空の右上部拡大（カビ跡）
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裂
地
は
画
面
と
同
様
に
褐
色
の
色

素
の
フ
ォ
ク
シ
ン
グ
が
発
生
し
て

い
た
（
図
４
）。
ま
た
、
本
作
品
の

裏
面
に
は
、
二
重
に
紙
が
張
ら
れ
て

い
た
が
、
裏
面
全
体
に
大
小
の
破
れ

が
確
認
で
き
、
特
に
上
部
の
左
右
に

は
一
際
大
き
な
破
れ
が
あ
っ
た
。
こ

の
破
れ
目
か
ら
は
あ
る
程
度
内
部

の
状
態
を
見
る
こ
と
が
で
き
、《
雲
》

が
描
か
れ
て
い
る
絹
本
の
裏
側
が

視
認
で
き
た
が
、
こ
の
絹
本
が
絹
枠

に
張
り
付
け
ら
れ
た
状
態
で
、
裏
打

ち
は
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
が
確
認

で
き
た
（
図
５
、６
）。

　
『
芸
術
新
潮
』（
昭
和
三
十
三
年
十
二
月
号
）

に
、
矢
内
原
伊
作
が
福
田
平
八
郎
を
取
材
し

た
記
事（

註
２
）が

載
る
が
、
福
田
が
自
宅
の
客
間
に

日
展
の
出
品
作
を
並
べ
た
写
真
が
掲
載
さ
れ

て
い
る
。《
紅
葉
》（
昭
和
二
六
年
、
第
七
回

日
展
）、《
鯉
》（
昭
和
二
九
年
、
第
十
回
日

展
）、《
雨
》（
昭
和
二
八
年
、
第
九
回
日
展
）

な
ど
の
代
表
作
が
並
べ
ら
れ
て
お
り
、
中
央

に
《
雲
》
が
置
か
れ
て
い
る
（
図
７
）。
こ
こ

に
写
っ
た
《
雲
》
は
、
出
品
か
ら
約
八
年
を

経
過
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
が
、
額
装
を
含

め
た
全
体
の
様
子
が
確
認
で
き

る
貴
重
な
写
真
で
あ
る
。
額
装

は
寄
贈
時（
修
復
前
）と
同
じ
に

見
え
、《
雲
》
が
第
六
回
日
展
出

品
後
、
お
そ
ら
く
当
初
の
額
装

の
ま
ま
で
福
田
の
自
宅
に
保
管

さ
れ
、
現
在
に
至
っ
た
可
能
性

が
高
い
こ
と
を
付
言
し
て
お
き

た
い
。

３
、
修
復
概
要

　
《
雲
》
は
平
成
二
六
年
度
に
大

分
県
立
芸
術
会
館
が
寄
贈
を
受

け
入
れ
る
際
に
、
燻
蒸
処
理
さ

図４　《雲》 額装左上部　外縁とマット裂地

図６　《雲》 裏面の破れ目から見える絹本（裏打ちなし）

図５　《雲》 修復前の裏面

図７　福田の自宅に並べられた《雲》
　　　『芸術新潮』（昭和 33 年 12 月号 115 頁）
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れ
収
蔵
庫
に
て
保
管
さ
れ
た
。
こ
の
燻
蒸
に
よ
っ
て
《
雲
》
の
シ
ミ
や
カ
ビ
は
一
旦
殺

菌
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
後
、
平
成
二
七
年
度
に
新
設
開
館
し
た
大
分
県
立
美
術
館
に
移

管
さ
れ
、同
館
の
収
蔵
庫
内
に
約
六
年
間
保
管
さ
れ
た
。大
分
県
立
美
術
館
で
は
ミ
ュ
ー

ジ
ア
ムIPM

を
取
り
入
れ
て
、
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
に
よ
っ
て
適
切
な
環
境
を
維
持
す
る

よ
う
に
努
め
て
お
り
、
定
期
的
な
ガ
ス
燻
蒸
は
し
て
い
な
い
が
、
こ
の
間
《
雲
》
は
適

切
な
収
蔵
庫
環
境
に
保
管
さ
れ
、状
態
が
さ
ら
に
悪
化
す
る
よ
う
な
こ
と
は
な
か
っ
た
。

　

令
和
三
年
三
月
十
八
日
、《
雲
》
は
大
分
県
か
ら
京
都
府
ま
で
美
術
品
専
用
車
両
に

て
輸
送
さ
れ
、
修
復
を
請
け
負
う
株
式
会
社
陽
光
堂
へ
搬
入
さ
れ
た
。
以
後
は
、
上
の

表
の
よ
う
な
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
と
作
業
内
容
に
よ
っ
て
修
復
が
進
め
ら
れ
た
（
表
１
）。

（
１
）
額
装
解
体

　

本
格
的
な
画
面
の
修
復
に
入
る
前
に
、
ま
ず
は
額
装
を
解
体
（
表
１
番
号
２
の
作
業
）

す
る
が
、
額
装
表
側
の
外
縁
と
マ
ッ
ト
、
そ
し
て
裏
側
の
紙
を
取
り
外
す
と
、
絵
絹
が

張
ら
れ
た
絹
枠
（
木
枠
）
の
み
の
状
態
と
な
る
（
図
８
、９
）。
絵
絹
の
端
の
周
囲
を
上

表１　修復スケジュール

年月 作業名 内容 番号
作品調査 作品の写真撮影及び状態調査 1

額装解体
外縁、マットを絹枠から取り外す
絹枠の裏に張られている紙を取り外す

2

裏面からの作品調査 作品裏面の写真撮影及び状態調査 3
ドライクリーニング 作品の表面、裏面に付着したカビ、埃、汚れを落とす 4
絹本を絹枠より取り外す 絹本周囲に張られた固定のための紙を取り外し、作品（絹本）を絹枠から取り外す。 5
絵具の調査 絵具の定着力や耐水性の調査。結果、膠水溶液による剥落止めは必要ないと判断。 6

クリーニング
部分的なカビ、汚れに対して浄化水を使用した部分的なクリーニング。その後、作品全体の
汚れを除去するため浄化水を使用した全体的なクリーニングを行う。結果、視覚的に目立っ
ていたカビや汚れは概ね除去。

7

令和3年7月 作品裏打ち
楮紙による裏打ち。乾燥後、酸化抑制のため胡粉入り楮紙による裏打ちを行う。裏打には陽
光堂自家製の小麦粉澱粉糊を使用。

8

令和3年8月 額装新調 作者、制作年代、作品の内容、季節、色調、雰囲気を考慮して、額装をデザインして発注。 9

額調整 新調した額の調整を行う。 10
パネル下張り 新調したパネルに鳥の子紙にて下張りを行う。 11

額装仕立て
作者、制作年代、作品の内容、季節、色調、雰囲気、額縁との相性などを考慮して、マッ
ト・小縁の裂地取合せを行う。その後、裂地を必要な寸法に裁断、水引き、裏打ちを行う。
裂地が乾燥後、マット・小縁に裂地を張り仕立てる。

12

泛張り パネルに美濃紙にて２重に泛張りを行う 13
表張り パネルの所定の位置に作品を張る。 14

令和4年2月 補彩 必要に応じて剥落箇所等に補彩を行う。 15
令和4年3月 仕上げ 額装に合わせアクリル板を裁断、縁にアクリル板・マット・パネルを取付け仕上げる。 16

令和4年1月

〔表1〕福田平八郎《雲》修復作業スケジュール                                                       　　　　　　　　　　 修復先：株式会社陽光堂

令和3年4月

令和3年5月

令和3年6月

令和3年11月~12月

図８　絹枠に張られた状態の作品
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か
ら
補
強
し
て
押
さ
え
る
よ
う

に
、
幅
四
．五
セ
ン
チ
ほ
ど
の

紙
が
重
ね
て
貼
ら
れ
て
い
た
。

　

通
常
、
絹
枠
に
張
っ
た
絵
絹

に
、
膠
水
と
明
礬
の
混
合
液
を

塗
る
礬ど

う
さ
び

水
引
き
を
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
絹
が
収
縮
し
絵
絹
に

張
り
が
出
て
絵
画
制
作
の
事
前

準
備
が
整
う
。
そ
の
後
、
絵
が

完
成
す
る
と
、
絹
枠
か
ら
外
し

て
裏
打
ち
を
し
、
額
装
さ
れ
る

こ
と
が
多
い
が
、《
雲
》
は
前
述
し
た
よ
う
に
、修
復
前
の
段
階
で
裏
紙
の
破
れ
目
か
ら
、

絹
枠
に
張
ら
れ
た
状
態
の
ま
ま
で
、裏
打
ち
が
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
が
判
明
し
て
い
た
。

額
装
解
体
に
よ
っ
て
そ
の
状
況
は
、
よ
り
明
ら
か
と
な
っ
た
。

　

出
品
直
前
ま
で
制
作
を
続
け
る
画
家
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
な
ど
が
知
ら
れ
、
福
田
に
も
そ

の
よ
う
な
逸
話
が
あ
る
が

（
註
３
）、

時
間
的
な
余
裕
が
な
い
た
め
に
、
裏
打
ち
を
せ
ず
に
出
品

す
る
こ
と
も
あ
っ
た
の
か
と
想
像
さ
れ
る
。
詳
し
い
事
情
は
不
明
な
が
ら
、《
雲
》
は

裏
打
ち
が
さ
れ
ず
、
簡
易
的
な
額
装
で
出
品
さ
れ
、
そ
の
後
も
改
装
さ
れ
る
こ
と
な
く

保
管
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

保
存
上
の
観
点
か
ら
言
え
ば
、
絹
本
作
品
に
お
い
て
裏
打
ち
が
さ
れ
て
い
な
い
状
態

と
い
う
の
は
非
常
に
不
安
定
な
状
態
と
い
え
る
。
絹
枠
に
張
ら
れ
た
絹
本
単
体
に
テ
ン

シ
ョ
ン
が
か
か
っ
た
状
態
で
あ
り
、
作
品
を
移
動
す
る
際
に
は
、
振
動
が
生
じ
る
た
め

画
面
へ
の
影
響
が
大
き
い
。
ま
た
、
強
い
衝
撃
等
に
よ
っ
て
絹
本
が
一
気
に
裂
け
る
可

能
性
も
あ
る
。
さ
ら
に
は
、
温
湿
度
の
変
化
に
よ
る
絹
本
の
伸
縮
の
影
響
も
受
け
や
す

い
等
、
保
存
上
の
マ
イ
ナ
ス
面
が
大
き
い
。
今
回
の
修
復
に
お
い
て
は
、
絹
枠
を
取
り

除
き
、
裏
打
ち
に
よ
っ
て
、
よ
り
安
定
し
た
画
面
を
保
て
る
状
態
に
す
る
こ
と
も
、
重

要
な
改
装
の
ポ
イ
ン
ト
で
あ
る
こ
と
が
認
識
さ
れ
た
。

（
２
）
絵
具
調
査
と
ク
リ
ー
ニ
ン
グ

　

額
装
解
体
後
、
作
品
画
面
の
表
面
、
裏
面
に
付
着
し
た
カ
ビ
、
埃
等
の
汚
れ
を
落
と

す
作
業
が
行
わ
れ
た
。
こ
の
段
階
で
は
水
は
使
わ
ず
、
柔
ら
か
い
山
羊
の
毛
で
つ
く
ら

れ
た
刷
毛
や
筆
を
使
い
、
ド
ラ
イ
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
の
み
で
表
面
的
な
汚
れ
が
慎
重
に
取

り
除
か
れ
た
（
表
１
番
号
４
）。

　

そ
の
後
、
絹
枠
か
ら
作
品
（
絹
本
）
が
取
り
外
さ
れ
（
図
10
、
11
）、
絵
具
の
定
着
力

や
耐
水
性
の
調
査
が
行
わ
れ
た
（
表
１
番
号
５
、６
）。
こ
の
調
査
で
は
、
作
品
の
絹
本

の
周
囲
に
は
み
出
し
て
塗
ら
れ
た
絵
具
部
分
を
利
用
し
て
、
そ
こ
に
少
量
の
浄
化
水
を

置
い
た
後
、
そ
の
水
を
吸
水
紙
に
染
み
込
ま
せ
て
、
ど
の
程
度
の
絵
具
が
付
着
す
る
の

か
を
見
る
も
の
で
あ
る
。
調
査
結
果
と
し
て
は
、
付
着
す
る
こ
と
な
く
、
本
作
品
の
膠

図９　絵絹の端の周囲に幅 4.5 センチほどの
　　　紙が重ねて貼られている。

図 10　絹枠から取り外した《雲》表面
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の
接
着
力
が
弱
っ
て
い
な
い
こ
と
が
わ
か
り
、
膠
水
溶
液
に
よ
る
剥
落
止
め
は
必
要
な

い
と
判
断
さ
れ
た
。
こ
の
絵
具
の
定
着
力
に
つ
い
て
は
、
絵
具
を
調
合
す
る
際
の
膠
や

水
の
量
の
加
減
等
に
よ
っ
て
大
き
く
変
わ
っ
て
く
る
と
い
う
。
福
田
平
八
郎
作
品
の
修

復
を
複
数
点
行
っ
て
い
る
陽
光
堂
に
よ
れ
ば
、
福
田
作
品
の
絵
具
の
定
着
力
は
ど
れ
も

し
っ
か
り
し
て
お
り
、
こ
れ
は
福
田
の
絵
具
の
調
合
技
術
の
高
さ
を
示
し
て
い
る
と
い

う
。

　

絵
具
の
調
査
後
、
シ
ミ
、
カ
ビ
の
本
格
的
な
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
作
業
が
行
わ
れ
た
（
表

１
番
号
７
）。
今
度
は
浄
化
水
を
用
い
て
、
ま
ず
は
部
分
的
に
シ
ミ
と
カ
ビ
の
除
去
が

お
こ
な
わ
れ
た
。
シ
ミ
や
カ
ビ
の
上
に
浄
化
水
を
置
い
て
汚
れ
を
浮
か
せ
、
吸
水
紙
に

吸
着
し
て
い
く
繊
細
な
作
業
で
あ
る
。
部
分
的
な
除
去
を
お
こ
な
っ
た
後
に
、
今
度
は

作
品
と
同
程
度
の
面
積
に
吸
水
紙
を
敷
い
た
上
に
、
作
品
を
置
い
て
、
全
面
的
に
浄
化

水
を
浸
透
さ
せ
、汚
れ
を
吸
水
紙
に
吸
着
さ
せ
る
作
業
が
お
こ
な
わ
れ
た
。こ
れ
に
よ
っ

て
、
カ
ビ
や
シ
ミ
に
よ
る
目
立
っ
た
汚
れ
は
概
ね
除
去
す
る
こ
と
が
で
き
た
（
図
12
、

13
、
14
、
15
）。

図 11　絹枠から取り外した《雲》裏面

図 12　白雲上部　修復前の状態（多数のシミがある）図 14　白雲右中部　修復前の状態（多数のシミがある）

図 13　白雲上部
　　　　修復後の状態（シミが取り除かれている）

図 15　白雲右中部
　　　　修復後の状態（シミが取り除かれている）
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（
３
）
作
品
裏
打
ち
、
泛う

け
ば張

り
、
パ
ネ
ル
張
り

　
《
雲
》
は
前
述
し
た
と
お
り
、
作
品
が
絹
枠
に
張
ら
れ
た
状
態
で
額
装
さ
れ
て
お
り
、

裏
打
ち
が
さ
れ
て
い
な
い
状
態
で
あ
っ
た
。
ま
ず
は
作
品
が
描
か
れ
た
絹
本
を
補
強
す

る
た
め
に
、楮
紙（

註
４
）に

よ
る
１
回
目
の
裏
打
ち（
肌
裏
打
ち
）を
行
っ
た
。
こ
の
乾
燥
後
に
、

今
度
は
胡
粉
を
混
入
し
た
楮
紙
に
よ
る
２
回
目
の
裏
打
ち
を
行
っ
た
。
胡
粉
は
貝
殻
を

成
分
と
す
る
白
色
顔
料
と
し
て
使
用
さ
れ
る
が
、
弱
ア
ル
カ
リ
性
で
あ
る
た
め
、
絵
絹

や
紙
の
酸
化
を
抑
制
す
る
働
き
が
あ
る
た
め
に
和
紙
に
添
加
し
て
用
い
ら
れ
る
。
裏
打

ち
に
は
陽
光
堂
自
家
製
の
小
麦
粉
澱
粉
糊
が
使
用
さ
れ
た
（
表
１
番
号
８
）。

　

次
に
、裏
打
ち
を
行
っ
た
作
品（
絹
本
）を
張
り
つ
け
る
た
め
の
パ
ネ
ル（
木
製
の
板
）

が
準
備
さ
れ
た
。
ま
ず
パ
ネ
ル
に
鳥
の
子
紙（

註
５
）に

て
下
張
り
が
さ
れ
た
。
さ
ら
に
こ
の
パ

ネ
ル
に
、
美
濃
紙（

註
６
）に

よ
る
二
重
の
泛
張
り
を
行
っ
た
（
表
１
番
号
11
、
13
）。
泛
張
り

と
は
、
半
紙
判
ほ
ど
の
薄
い
楮
紙
に
四
辺
だ
け
に
糊
を
付
け
、
一
定
幅
を
重
ね
な
が
ら
、

ず
ら
し
て
張
っ
て
い
く
作
業
で
あ
る
。
大
き
な
一
枚
紙
で
張
り
付
け
る
と
、
温
湿
度
変

化
に
よ
る
表
張
り
の
伸
縮
も
大
き
く
な
り
、作
品
表
面
に
影
響
が
出
る
可
能
性
が
あ
り
、

小
さ
な
サ
イ
ズ
の
和
紙
で
泛
張
り
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
表
張
り
の
伸
縮
を
最
小
限
に

す
る
効
果
が
あ
る
。
こ
の
泛
張
り
を
二
重
に
施
し
た
パ
ネ
ル
の
上
に
、
裏
打
ち
を
行
っ

た
作
品
が
、
小
麦
粉
澱
粉
糊
で
表
張
り
さ
れ
た
（
図
16
、
表
１
番
号
14
）。

（
４
）
補
彩
―
青
に
つ
い
て

　
《
雲
》
の
絹
本
表
面
は
、
一
目
で
視
認
で
き
る
よ
う
な
目
立
っ
た
絵
具
の
剥
落
は
な

い
が
、
カ
ビ
や
シ
ミ
の
ダ
メ
ー
ジ
が
大
き
か
っ
た
箇
所
な
ど
に
、
数
ミ
リ
程
度
の
剥
落

が
あ
り
、必
要
に
応
じ
て
補
彩
が
行
わ
れ
た（
表
１
番
号
15
）。
補
彩
に
用
い
る
絵
具
は
、

フ
ノ
リ

（
註
７
）で

調
合
さ
れ
た
絵
具
が
使
用
さ
れ
た
。
フ
ノ
リ
は
、
水
に
対
す
る
高
い
溶
解
性

が
あ
り
、
後
世
に
再
修
復
が
行
わ
れ
る
可
能
性
を
考
慮
し
て
、
水
で
容
易
に
除
去
す
る

こ
と
が
で
き
る
可
逆
性
の
あ
る
絵
具
の
定
着
剤
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
る
。

　

今
回
の
《
雲
》
修
復
の
た
め
の
状
態
調
査
に
お
い
て
、
本
作
品
の
色
彩
表
現
の
大
き

な
特
徴
の
一
つ
で
あ
る
鮮
や
か
な
青
色
に
つ
い
て
拡
大
観
察
し
た
と
こ
ろ
、
こ
の
青

色
の
絵
具
が
、
か
な
り
微
細
な
粉
末

状
の
粒
子
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

青
空
が
描
か
れ
た
箇
所
の
絹
本
拡
大

写
真
（
図
17
）
を
見
る
と
、
ス
ケ
ー
ル

の
一
目
盛
が
一
〇
〇
㎛
（
0.1
㎜
）
で
あ

る
た
め
、
絹
の
太
さ
は
凡
そ
二
〇
〇

㎛
（
0.2
㎜
）
ほ
ど
で
、
絵
具
は
一
目
盛

の
一
〇
〇
㎛
（
0.1
㎜
）
よ
り
も
さ
ら
に

微
細
な
粉
末
で
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き

る
。

　

同
様
の
青
系
の
絵
具
で
い
え
ば
、
例

え
ば
群
青
が
使
用
さ
れ
た
福
田
平
八
郎

図 16　裏打ち後、パネルに表貼りされた《雲》

図 17　青空部分の拡大  スケール：100㎛
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の
代
表
作
《
漣
》（
重
要
文
化
財
、
大
阪

中
之
島
美
術
館
）
が
あ
げ
ら
れ
、
こ
れ

を
修
復
し
た
陽
光
堂
に
よ
れ
ば
、《
漣
》

に
は
「
群
青
八
番
」
程
度
が
使
用
さ
れ

て
い
る
と
い
う
。
顔
料
の
粒
子
の
大
き

さ
を
番
号
で
区
別
し
て
い
る
が
、
八
番

は
絵
具
と
し
て
は
中
間
的
な
大
き
さ
の

粒
子
で
あ
る
と
さ
れ
る
。
さ
ら
に
上
の

番
号
に
行
く
ほ
ど
粒
子
は
細
か
く
な
り

色
味
は
薄
く
な
っ
て
い
く
。
群
青
八
番

の
粒
子
を
拡
大
し
た
ス
ケ
ー
ル
入
り
写

真
（
図
18
）
を
見
る
と
、
大
き
い
粒
子

で
凡
そ
二
〇
〇
㎛
（
0.2
㎜
）
で
、
平
均
的
に
は
一
〇
〇
㎛
（
0.1
㎜
）
ほ
ど
で
あ
る
こ
と
が

わ
か
る
。

　

こ
う
し
た
標
準
的
な
群
青
の
粒
子
と
比
べ
る
と
、《
雲
》
の
青
色
の
絵
具
の
粒
子
が

か
な
り
微
細
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
群
青
の
粒
子
を
、
微
細
な
粉
末
状
に
し
た
白び

ゃ
く
ぐ
ん群

と
い
う
顔
料
が
あ
る
が
、
仮
に
白
群
を
使
用
し
た
場
合
に
は
、
粒
子
が
細
か
い
た
め
に
、

も
っ
と
青
の
色
味
が
水
色
の
よ
う
に
薄
く
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。
従
っ
て
《
雲
》
の
深

み
の
あ
る
鮮
や
か
な
青
色
は
、
天
然
顔
料
で
は
な
く
、
化
学
合
成
顔
料
が
使
用
さ
れ
た

可
能
性
が
高
い
と
い
え
る
。
科
学
的
な
解
析
が
必
要
だ
が
、
お
そ
ら
く
深
く
鮮
や
か
な

青
み
を
も
つ
プ
ル
シ
ア
ン
ブ
ル
ー
に
代
表
さ
れ
る
人
工
の
化
学
合
成
顔
料
な
ど
が
想
定

さ
れ
る

（
註
８
）。

今
回
の
修
復
で
は
、
再
修
復
が
可
能
な
フ
ノ
リ
を
定
着
剤
と
し
て
色
調
を
あ

わ
せ
た
顔
料
を
補
彩
し
て
い
る
。

（
５
）
額
装

　

修
復
作
業
も
最
終
工
程
と
な
る
。《
雲
》
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
と
考
え
ら
れ
る
額
装
は
、

シ
ル
バ
ー
に
塗
ら
れ
た
木
製
外
縁
に
ア
イ
ボ
リ
ー
調
の
マ
ッ
ト
で
、
作
品
の
色
調
や
雰

囲
気
を
損
な
わ
な
い
シ
ン
プ
ル
な
額
装
だ
っ
た
。
今
回
新
調
す
る
額
装
も
、
青
と
白
の

み
と
い
う
シ
ン
プ
ル
な
色
調
と
雰
囲
気
を
も
つ
作
品
内
容
に
合
う
よ
う
に
デ
ザ
イ
ン

が
考
案
さ
れ
た
（
額
装
断
面
図
）。
外そ

と
ぶ
ち縁

は
チ
ー
ク
材
の
木
地
仕
上
げ
で
、
内う

ち
ぶ
ち縁

は
木

製
の
金
箔
押
し
。
マ
ッ
ト
と
小こ

べ
り縁

に
は
、
薄う

す
あ
い
ぢ
ま
だ
ら
だ
て
ぎ
ん
ら
ん
ど
ん
す

藍
地
斑
経
銀
襴
緞
子
の
裂
地
が
張
ら
れ
、

う
っ
す
ら
と
青
さ
を
感
じ
る
裂
地
が
涼
し
げ
な
印
象
を
与
え
る
。
大
分
県
立
美
術
館
で

は
、
展
示
室
の
ウ
ォ
ー
ル
ケ
ー
ス
外
で
も
展
示
す
る
こ
と
を
想
定
し
て
、
前
面
に
ア

ク
リ
ル
カ
バ
ー
（T

RU
 

V
U
E

社
製
オ
プ
テ
ィ
ア

ム
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
4.5
㎜

厚
）
が
取
り
付
け
ら
れ

た
（
表
１
番
号
12
、
16
）。

以
上
で
修
復
の
全
工
程

が
完
了
し
た
。

図 18　群青 8 番の拡大　スケール：100㎛

額装断面図
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４
、《
雲
》
に
つ
い
て
―
表
現
と
成
立
背
景

　

深
み
の
あ
る
鮮
や
か
な
青
い
空
と
、わ
き
上
が
る
よ
う
な
白
い
雲
が
描
か
れ
て
い
る
。

空
の
青
は
濃
淡
や
筆
触
を
抑
え
た
均
一
な
青
で
塗
ら
れ
る
こ
と
で
無
限
の
深
み
を
感
じ

さ
せ
る
。
白
い
雲
は
輪
郭
の
周
囲
が
や
や
薄
く
塗
ら
れ
、
丸
み
や
奥
行
き
を
表
し
て
い

る
。
わ
か
り
や
す
い
青
空
の
濃
淡
や
雲
の
陰
影
が
無
い
こ
と
、
つ
ま
り
福
田
が
そ
れ
ら

の
常
套
表
現
を
削
ぎ
落
と
し
た
と
こ
ろ
に
《
雲
》
の
新
し
さ
が
あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。
こ
の
福
田
の
大
胆
な
試
み
は
、
消
え
て
し
ま
い
そ
う
な
薄
雲
で
な
く
、
夏
に
見

上
げ
る
入
道
雲
の
よ
う
な
、
存
在
感
を
も
っ
た
純
白
の
雲
を
表
象
す
る
明
快
な
造
形
に

結
実
し
て
い
る
（
図
19
）。

　

福
田
は
自
作
に
対
し
て
コ
メ
ン
ト
や
回
想
を
残
し
て
い
る
こ
と
が
多
い
が
、《
雲
》

に
対
す
る
福
田
の
言
説
は
、
管
見
の
限
り
見
当
た
ら
な
い
。《
雲
》
の
関
連
資
料
を
あ

げ
る
と
す
れ
ば
、
ま
ず
は
制
作
に
関
連
す
る
ス
ケ
ッ
チ
（
図
20
、
21
、
22
）
で
あ
る
。

こ
の
ス
ケ
ッ
チ
の
中
に
は
写
生
を
お
こ
な
っ
た
年
記
を
も
つ
ス
ケ
ッ
チ
が
あ
り
、「
昭

和
廿
五
年
九
月
十
七
日
写
」
や
「
昭
和
廿
五
年
九
月
二
十
七
日
写
」
と
あ
る
た
め
、
時

図 20　福田平八郎　スケッチ　雲
　　　　1950（昭和 25）年 9 月 27 日

図 21　福田平八郎　スケッチ　雲
　　　　1950（昭和 25）年 9 月 17 日

図 19　福田平八郎《雲》 
　　　　1950（昭和 25）年　絹本彩色
　　　　第 6 回日展
　　　　118.7 × 85.0cm
　　　　大分県立美術館
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期
的
に
も
同
年
十
月
に
第
六
回
日
展
に
出
品
さ
れ
た
《
雲
》
の
制
作
段
階
に
お
け
る
ス

ケ
ッ
チ
と
考
え
ら
れ
る
。
福
田
が
日
頃
か
ら
写
生
を
重
視
し
、
制
作
の
根
幹
と
考
え
て

い
た
こ
と
は
福
田
自
身
が
語
っ
て
い
る
こ
と
だ
が

（
註
９
）、《

雲
》
の
制
作
に
お
い
て
も
、
写

生
を
踏
ま
え
て
構
想
や
制
作
を
進
め
て
い
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
さ
ま
ざ
ま
な
形

の
雲
の
様
子
が
ス
ケ
ッ
チ
さ
れ
て
い
る
が
、
中
に
は
入
道
雲
の
よ
う
な
雲
が
写
さ
れ
て

お
り
、
こ
う
し
た
雲
の
写
生
か
ら
ヒ
ン
ト
を
得
て
、
本
画
の
《
雲
》
の
造
形
が
生
ま
れ

た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

ま
た
、《
雲
》
の
色
彩
表
現
に
関
し
て
留
意
し
て
お
き
た
い
の
は
、
青
の
絵
具
に
つ

い
て
で
あ
る
。
修
復
概
要
で
先
述
し
た
と
お
り
、
プ
ル
シ
ア
ン
ブ
ル
ー
な
ど
の
化
学
合

成
顔
料
の
可
能
性
を
指
摘
し
た
。
天
然
顔
料
で
は
な
く
染
料
の
よ
う
に
微
細
な
化
学
合

成
顔
料
の
素
材
が
、
こ
の
し
っ
と
り
と
均
一
な
深
い
青
空
の
色
彩
表
現
に
重
要
な
役
割

を
果
た
し
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
が
、絵
具
の
特
定
に
は
科
学
的
解
析
が
必
要
な
た
め
、

本
稿
で
は
あ
く
ま
で
も
可
能
性
を
示
唆
す
る
に
と
ど
め
て
お
き
た
い
。

　

さ
て
、「
雲
」
と
い
う
主
題
選
定
に
つ
い

て
も
言
及
し
て
お
き
た
い
。
な
ぜ
福
田
が

《
雲
》
を
主
題
に
選
ん
だ
の
か
は
明
確
で
は

な
い
が
、
漣
、
雪
、
雨
、
氷
、
水
と
い
っ

た
誰
も
が
知
る
身
近
な
自
然
を
見
つ
め
、

そ
れ
ら
を
常
に
斬
新
な
視
点
で
表
現
し
て

き
た
福
田
に
と
っ
て
、
空
に
浮
か
ぶ
不
定

の
雲
も
ま
た
、
興
味
深
い
テ
ー
マ
で
あ
っ

た
と
想
像
さ
れ
る
。

　

雲
を
描
い
た
絵
画
作
品
は
洋
の
東
西
を

問
わ
ず
非
常
に
多
く
あ
る
が
、
そ
れ
ら
は

風
景
の
点
景
と
し
て
描
か
れ
る
こ
と
が
多

く
、
雲
そ
の
も
の
を
テ
ー
マ
と
し
た
絵
画

は
意
外
に
も
少
な
い
。
そ
う
し
た
中
、
雲

を
描
い
た
日
本
画
と
し
て
思
い
起
こ
さ
れ

る
の
は
、
中
村
岳
陵
の
《
豊と

よ
は
た
ぐ
も

幡
雲
》（
昭
和

十
一
年
、
第
一
回
改
組
帝
展
、
東
京
国
立

近
代
美
術
館
（
図
23
）
で
あ
る
。
万
葉
集
に

収
め
ら
れ
た
天
智
天
皇
の
御
歌
「
わ
た
つ
み
の
豊
幡
雲
に
入
日
さ
し
今
夜
の
月
夜
清
明

こ
そ
」
の
歌
意
を
描
き
表
し
た
も
の
で
、
夕
焼
け
に
棚
引
く
茜
雲
が
描
か
れ
た
屏
風
作

品
で
あ
る
。
中
村
岳
陵
は
、
昭
和
五
年
に
結
成
さ
れ
た
研
究
団
体
で
あ
る
六
潮
会
（
昭

和
十
五
年
ま
で
活
動
）
に
福
田
と
共
に
参
加
し
て
い
る
親
し
い
同
志
で
も
あ
っ
た
。
福

田
が
雲
そ
の
も
の
を
単
体
で
テ
ー
マ
と
す
る
上
で
は
、
中
村
岳
陵
の
前
例
作
も
当
然
な

が
ら
想
起
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
な
が
ら
福
田
の
《
雲
》
は
、
文
学
的
な
世
界
か

ら
も
、
風
景
画
的
な
世
界
か
ら
も
離
れ
て
い
る
。
青
と
白
、
空
と
雲
と
い
う
、
色
と
形

図 22　福田平八郎　スケッチ　雲

図 23　中村岳陵《豊幡雲》 1936（昭和 11）年　第 1 回改組帝展　東京国立近代美術館

bijyutsu15
長方形
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が
成
す
造
形
の
問
題
に
向
か
い
、
前
例
に
依
ら
な
い
雲
の
姿
を
生
み
出
す
こ
と
を
試
み

た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

　

こ
う
し
た
《
雲
》
に
対
す
る
当
時
の
反
響
は
ど
う
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。《
雲
》
の
発

表
当
時
、
野
間
清
六
の
第
六
回
日
展
の
作
品
評
に
は
次
の
よ
う
に
言
及
さ
れ
て
い
る
。

「
…
今
年
の
力
作
と
し
て
見
る
べ
き
も
の
を
拾
う
と
、深
水
の
聞
香
、岳
陵
の
気
球
揚
る
、

一
草
の
池
の
秋
、
平
八
郎
の
雲
、
神
泉
の
鯉
が
あ
る
。
…
平
八
郎
の
雲
は
、
紫
が
か
っ

た
空
の
色
も
深
さ
が
あ
っ
て
美
し
く
、
湧
き
立
つ
雲
に
も
豊
か
さ
が
あ
り
雑
沓
す
る
会

場
で
こ
れ
を
見
る
と
、
胸
の
す
く
爽
快
さ
を
覚
え
る
。
平
八
郎
は
時
々
凝
っ
た
作
に
熱

中
し
見
る
者
を
面
喰
わ
せ
る
が
、
こ
れ
は
そ
の
持
ち
味
も
う
ま
く
生
か
さ
れ
、
彼
の
作

と
し
て
は
少
し
甘
い
と
こ
ろ
も
あ
る
が
、
一
応
人
を
肯
か
せ
る
。
…
」（

（註

（
註

　

福
田
の《
雲
》が
力
作
と
し
て
挙
げ
ら
れ
、概
ね
好
評
を
得
た
様
子
が
う
か
が
わ
れ
る
。

尚
、
こ
の
野
間
の
日
展
評
が
掲
載
さ
れ
た
『
三
彩
』
の
表
紙
に
は
《
雲
》
が
掲
載
さ
れ
て

い
る
（
図
24
）。

　

ま
た
日
本
画
家
の
佐
々
木
邦
彦
は
、
当
時
《
雲
》
に
対
し
て
様
々
な
好
評
・
不
評
等

の
意
見
が
あ
っ
た
こ
と
を
『
関
西
美
術
』
に
記
し
て
い
る
が
、
次
の
よ
う
に
《
雲
》
を

賞
賛
す
る
。「
…
福
田
平
八
郎
氏
の
自
然
観
照
か
ら
割
り
出
さ
れ
た
、
藝
術
感
覚
の
鋭

さ
。
普
遍
的
な
も
っ
と
も
普
遍
的
な
も
の
か
ら
昇
華
し
た
見
事
な
イ
マ
ー
ジ
ュ
。
ま
だ

ど
こ
か
に
燃
焼
し
き
れ
な
い
ほ
の
ぼ
の
と
し
た
も
の
が
、
画
面
の
中
に
ゆ
ら
ゆ
ら
と
立

上
が
っ
て
い
な
が
ら
そ
れ
が
画
面
均
衡
の
上
に
、
あ
ざ
や
か
に
作
用
し
て
い
て
、
た

く
み
に
視
覚
藝
術
と
詩
情
と
の
交
流
を
物
語
る
。
そ
れ
は
ま
た
あ
る
意
味
で
の
超
自
然

的
な
も
の
ま
で
滲
み
で
て
い
る
の
で
あ
る
。
青
空
の
部
分
と
白
雲
の
湧
き
た
つ
部
分
と

が
、
な
ん
の
停
滞
も
な
く
処
理
さ
れ
て
い
て
、
そ
れ
は
物
理
的
な
均
衡
美
ま
で
感
じ
さ

せ
る
の
で
あ
る
。「
雲
」
に
は
多
く
の
疑
問
を
も
つ
と
か
、
い
っ
て
い
る
人
人
に
対
し

て
、
で
は
日
展
の
た
く
さ
ん
の
作
品
の
中
で
問
題
作
を
挙
げ
る
と
す
れ
ば
と
訊
ね
て
見

る
と
、
や
っ
ぱ
り
「
雲
」
を
挙
げ
な
い
わ
け
に
は
ゆ
か
な
い
だ
ろ
う
。
…
」（

（註

（
註

　

佐
々
木
は
、賞
賛
す
る
意
味
に
お
い
て
福
田
の
《
雲
》
を
「
問
題
作
」
と
捉
え
て
い
る
。

福
田
は
、
昭
和
期
に
入
っ
て
、
特
に
《
漣
》（
昭
和
七
年
）
の
発
表
以
降
、
明
快
な
色
と

形
に
よ
る
斬
新
な
造
形
表
現
を
追
究
し
続
け
て
い
た
。《
漣
》
は
発
表
当
時
、「
浴
衣
地

図 25　福田平八郎《新雪》
　　　　1948（昭和 23）年
　　　　第 4 回日展 大分県立美術館 図 24　『三彩』48 号の表紙

　　　　（昭和 25 年 11・12 月合併号）
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の
様
な
画
面
」
と
批
評
さ
れ
る
な
ど
、
賛
否
両
論
を
巻
き
起
こ
し
た
問
題
作
だ
っ
た
こ

と
が
知
ら
れ
る
が

（
（註

（
註

、以
後
も
果
敢
に
新
境
地
に
挑
ん
だ
作
品
を
発
表
し
て
い
っ
て
い
る
。

《
雲
》
発
表
の
前
年
、昭
和
二
四
年
に
は
、第
四
回
日
展
出
品
の
《
新
雪
》（
昭
和
二
三
年
）

な
ど
一
連
の
制
作
活
動
が
評
価
さ
れ
て
第
一
回
毎
日
美
術
賞
を
受
賞
し
て
い
る
。
繊
細

な
写
実
性
が
加
味
さ
れ
た
《
新
雪
》
と
は
趣
が
異
な
る
も
の
の
、
福
田
の
飽
く
な
き
創

作
は
大
胆
で
明
快
な
造
形
に
よ
る
《
雲
》
を
新
た
に
生
み
出
し
、
そ
れ
は
画
壇
の
注
目

を
集
め
る
「
問
題
作
」
と
し
て
当
時
の
人
々
を
様
々
に
驚
か
せ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

当
時
の
批
評
か
ら
は
、
画
家
と
し
て
の
成
功
を
収
め
な
が
ら
も
安
住
せ
ず
、
常
に
新
し

い
創
作
に
取
り
組
ん
だ
福
田
の
進
取
性
や
革
新
性
が
見
え
て
く
る
が
、《
雲
》
は
そ
う

し
た
福
田
の
多
彩
な
画
業
を
形
成
す
る
重
要
な
一
点
と
い
え
る
。

５
、
お
わ
り
に

　

本
稿
に
お
い
て
は
、
令
和
二
年
度
に
公
益
財
団
法
人
出
光
美
術
館
助
成
事
業
部
（
旧

出
光
文
化
福
祉
財
団
）
の
修
復
助
成
を
受
け
、
令
和
三
年
度
末
に
修
復
が
完
了
し
た
福

田
平
八
郎
の
《
雲
》（
昭
和
二
五
年
＝
一
九
五
〇
年
、
第
六
回
日
展
出
品
）
の
修
復
概
要

を
報
告
し
た
。
令
和
四
年
度
に
は
、
修
復
後
初
公
開
を
予
定
し
て
い
る
が
、
日
展
出
品

以
来
、
実
に
七
二
年
ぶ
り
の
展
示
公
開
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
再
び
多
く
の
人
々
の
目

に
触
れ
、
作
品
の
魅
力
や
意
味
が
様
々
に
問
わ
れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

　

ま
た
、長
期
の
未
公
開
ゆ
え
に
、知
ら
れ
ざ
る
作
品
と
な
っ
て
し
ま
っ
た《
雲
》で
あ
っ

た
が
、
本
稿
に
お
い
て
、
あ
ら
た
め
て
そ
の
造
形
的
特
徴
や
成
立
背
景
に
触
れ
、
今
一

度《
雲
》に
光
を
あ
て
る
こ
と
を
試
み
た
。戦
後
、昭
和
二
〇
〜
三
〇
年
代
は
、代
表
作《
新

雪
》（
昭
和
二
三
年
、
第
四
回
日
展
、
図
25
）、《
雨
》（
昭
和
二
八
年
、第
九
回
日
展
）、《
水
》

（
昭
和
三
三
年
、
第
一
回
新
日
展
、
図
26
）
等
が
生
み
出
さ
れ
た
福
田
の
画
業
充
実
期

に
あ
た
り
、こ
う
し
た
福
田
の
後
半
期
の
画
業
の
軌
跡
に
お
い
て
、《
雲
》（
昭
和
二
五
年
、

第
六
回
日
展
）
と
い
う
作
品
の
存
在
を
改
め
て
問
い
直
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
福
田
芸
術

の
よ
り
豊
か
な
解
釈
が
開
か
れ
る
可
能
性
が
期
待
さ
れ
る
と
と
も
に
、
戦
後
日
本
画
壇

の
動
向
や
他
の
作
家
と
の
関
連
な
ど
、
幅
広
い
問
題
に
つ
い
て
新
し
い
論
点
が
生
ま
れ

る
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。
今
回
の
拙
論
で
は
、
こ
れ
ら
の
点
に
つ
い
て
論
を
尽
く
し

た
と
は
言
い
難
く
、
今
後
の
研
究
課
題
と
し
た
い
が
、
本
報
告
に
よ
っ
て
《
雲
》
が
福

田
の
画
業
に
お
い
て
再
び
注
目
さ
れ
る
足
が
か
り
と
な
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

【
註
】

註
１　

フ
ォ
ク
シ
ン
グ
（Foxing

）
と
は
、
一
般
的
に
紙
等
に
生
じ
る
き
つ
ね
色
を
し
た
変
色
、
褐

色
斑
点
の
こ
と
を
指
す
。
発
生
に
は
様
々
な
要
因
が
考
え
ら
れ
て
お
り
、
現
在
も
研
究
が
続

け
ら
れ
て
い
る
が
、
主
な
要
因
は
カ
ビ
の
原
因
菌
が
代
謝
生
成
す
る
有
機
酸
に
よ
る
紙
等
の

変
質
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

註
２　

矢
内
原
伊
作
「
現
代
を
擔
う
人
12 

福
田
平
八
郎
」（『
芸
術
新
潮
』
昭
和
三
十
三
年
十
二
月
号
）

註
３　

福
田
平
八
郎
の《
筍
》（
昭
和
二
二
年
、第
三
回
日
展
）や《
新
雪
》（
昭
和
二
三
年
、第
四
回
日
展
）

図 26　福田平八郎《水》
　　　　1958（昭和 33）年
　　　　第 1 回新日展 大分県立美術館
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の
制
作
が
締
め
切
り
直
前
ま
で
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
小
野
竹
喬
の
回
想
が
あ
る
。

小
野
竹
喬
「
特
集 

福
田
平
八
郎
遺
作
展　

福
田
さ
ん
の
思
い
出
」（『
現
代
の
眼
』
二
四
三
、
昭

和
五
十
年
二
月
）。
ま
た
横
川
毅
一
郎
「
審
査
員
達
の
メ
モ
ワ
ー
ル
―
落
選
の
頃
を
語
る
―
」

（『
三
彩
』
四
八
号
、
昭
和
二
五
年
十
一
・
十
二
月
合
併
号
）
に
は
、
東
京
上
野
に
滞
在
中
で
日

展
審
査
員
だ
っ
た
福
田
の
《
雲
》
が
、
日
展
の
審
査
が
終
了
し
た
日
に
、
未
完
成
の
状
態
で
京

都
か
ら
届
い
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
お
り
、《
雲
》
の
制
作
が
展
示
直
前
ま
で
続
け
ら
れ
て
い
た

様
子
を
う
か
が
わ
せ
る
。

註
４　

コ
ウ
ゾ
の
靭
皮
（
樹
木
の
外
皮
の
す
ぐ
内
側
に
あ
る
柔
ら
か
な
部
分
）
の
繊
維
を
原
料
と
し
て

漉
い
た
和
紙
。

註
５　

鳥
の
子
紙
と
は
雁
皮
を
主
原
料
と
す
る
和
紙
の
一
種
。
微
か
に
黄
味
を
帯
び
た
色
合
い
、
滑

ら
か
で
光
沢
の
あ
る
紙
肌
、
虫
害
に
強
く
耐
久
性
に
富
む
と
い
う
特
色
が
あ
る
。「
鳥
の
子
」

と
い
う
名
は
、
紙
の
色
が
卵
殻
の
色
に
似
て
い
る
こ
と
に
由
来
す
る
。
雁
皮
は
ジ
ン
チ
ョ
ウ

ゲ
科
の
落
葉
低
木
で
樹
皮
の
繊
維
が
紙
の
原
料
と
な
る
。

註
６　

美
濃
紙
と
は
楮
を
原
料
と
す
る
強
靭
で
良
質
な
和
紙
の
一
種
で
、
美
濃
国
（
岐
阜
県
）
で
産
す

る
紙
の
総
称
。
美
濃
は
奈
良
時
代
か
ら
和
紙
の
産
地
で
、
現
在
も
美
濃
市
蕨
地
区
を
中
心
に

盛
ん
に
生
産
さ
れ
て
い
る
。
な
か
で
も
本
来
の
純
粋
な
手
漉
き
に
よ
る
も
の
は
本
美
濃
紙
と

称
さ
れ
る
。

註
７　

フ
ノ
リ
と
は
、
フ
ノ
リ
科
フ
ノ
リ
属
の
海
藻
の
総
称
。
布
海
苔
、
布
糊
と
も
書
く
。
古
く
か

ら
食
用
や
糊
料
に
用
い
ら
れ
て
き
た
。
板
状
に
加
工
さ
れ
、
煮
溶
か
し
て
染
織
品
の
糊
付
け

な
ど
に
用
い
ら
れ
る
。
ま
た
文
化
財
修
復
に
お
け
る
接
着
剤
、
増
粘
剤
等
と
し
て
も
使
用
さ

れ
る
。

註
８　

林
野
雅
人
氏（
大
阪
中
之
島
美
術
館
）に
ご
教
示
い
た
だ
い
た
大
阪
の
美
術
雑
誌『
関
西
美
術
』

第
十
一
号
（
昭
和
二
六
年
三
月
十
五
日
発
行
）
に
、
日
本
画
家
の
佐
々
木
邦
彦
の
「
未
完
の
問

題
そ
の
他（
福
田
藝
術
に
つ
い
て
）」と
い
う
評
論
が
掲
載
さ
れ
て
お
り
、そ
の
評
論
中
に《
雲
》

の
青
空
の
部
分
が
「
ド
イ
ツ
染
料
」
で
描
か
れ
た
も
の
と
い
う
聞
き
伝
え
の
情
報
が
あ
っ
た
こ

と
が
記
さ
れ
て
い
る
。《
雲
》
の
青
に
西
洋
由
来
の
色
材
が
使
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
の
傍
証
の

一
つ
に
な
る
が
、
絵
具
の
成
分
に
つ
い
て
は
、
最
終
的
に
は
科
学
的
な
解
析
が
必
要
で
あ
る
。

註
９　

福
田
平
八
郎「
私
の
写
生
帖
１
」『
三
彩
』三
十
四（
昭
和
二
四（
一
九
四
九
）年
九
月
）、同「
私

の
写
生
―
花
鳥
―
」『
三
彩
』
四
十
二
（
昭
和
二
五
（
一
九
五
〇
）
年
五
月
）、
同
「
写
生
帖
拝
見

―
私
の
ス
ケ
ッ
チ
に
つ
い
て
ー
」『
美
術
手
帖
』一
二
一
号（
昭
和
三
二（
一
九
五
七
）年
二
月
）、

同
「
画
道
散
歩
」『
大
毎
美
術
』
第
十
八
巻
第
六
号
（
昭
和
一
四
（
一
九
三
九
）
年
五
月
）
等

註
10　

野
間
清
六「
日
展
の
日
本
画
評
」『
三
彩
』四
八
号（
昭
和
二
五
年
十
一
・
十
二
月
合
併
号
）。
尚
、

こ
の
『
三
彩
』
四
八
号
に
は
第
六
回
日
展
が
特
集
さ
れ
、
表
紙
に
は
福
田
平
八
郎
《
雲
》
が
掲

載
さ
れ
て
い
る
。

註
11　

佐
々
木
邦
彦
「
未
完
の
問
題
そ
の
他
（
福
田
藝
術
に
つ
い
て
）」『
関
西
美
術
』
第
十
一
号
（
昭

和
二
六
年
三
月
十
五
日
発
行
）

註
12　

田
中
一
松「
帝
展
の
日
本
画
寸
感
」（『
美
之
国
』第
八
巻
十
一
号
、一
九
三
二（
昭
和
七
）年
十
一
月
）

【
図
版
典
拠
】

図
23　
『
近
代
日
本
画
の
巨
匠
中
村
岳
陵
』（
日
本
経
済
新
聞
社
、
一
九
八
七
年
）

【
付
記
】
福
田
平
八
郎
《
雲
》
の
修
復
は
、
公
益
財
団
法
人
出
光
美
術
館
助
成
事
業
部
（
旧
出
光
文
化
福

祉
財
団
）
の
令
和
二
年
度
修
復
助
成
を
受
け
て
実
施
さ
れ
た
。
ま
た
本
稿
の
修
復
概
要
を
執

筆
す
る
に
あ
た
り
、
福
田
平
八
郎
《
雲
》
の
修
復
を
お
こ
な
っ
た
株
式
会
社
陽
光
堂
よ
り
貴

重
な
デ
ー
タ
を
ご
提
供
い
た
だ
き
、
ま
た
修
復
内
容
に
つ
い
て
懇
切
に
ご
教
示
・
ご
指
導
を

い
た
だ
い
た
。
こ
こ
に
記
し
て
感
謝
の
意
を
表
し
た
い
。
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Kanji MAETA “Standing Girl （Study）”
－ The work of ITOZONO's Master －

� Manami Kajiwara

　Kanji Maeta's "Standing Girl （Study）" was unveiled for the first time at his student Itozono’s 
retrospective exhibition. The change in painting technique shows that the work was produced 
around 1928.
　Including this study, he always depicted real things. It is clearly different from Itozono’s style. 
Still his teachings remained in Itozono's mind until his later years. At his atelier, the study was 
displayed as if watching over.
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Collection Introduction
Shounsai Shono “Flower basket with six Ridges”

� Kana Shibasaki

　Shounsai Shono（1904 ─ 1974）is the bamboo artist who is honored as a holder of an Important 
Intangible Cultural Asset first in the field of bamboo crafts. In this report, I introduce one of his 
work which was joined Oita Prefectural Art Museum collection in 2022. “Flower basket with six 
Ridges” is considered to be an early work of Shounsai. After his independence, Shounsai produced 
karamono-style works until the beginning of his career in the 1930s. "Karamono" in bamboo craft 
works is bamboo baskets that were imported from China. They are generally finely woven and 
are characterized by beautiful symmetry and uniformity. The pseudonym of "Shounsai-taizan 
祥雲齋泰山 " is used for the signature of this work. Therefore, this work was produced after 1932 
when Shounsai was given the pseudonym "Shounsai 祥雲齋 " at Kensho-ji 見星寺Temple in Usuki 
City. Shounsai has produced several works like this one, which are finely woven and decorated 
with diamond-shaped design with deferent color thin strip of bamboo. Other than this work, the 
whereabouts are unknown, but photographs of those works can be seen in past exhibition catalogs 
and books. Among similar works in the catalog, there are works whose year of production is 
known. Through the comparative analysis of the style with such works, it is presumed that “Flower 
basket with six Ridges” was produced around 1935-36.
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Heihachiro Fukuda “Clouds” Restoration Report

� Shinsaku Munakata

　Oita Prefectural Art Museum is continuously restoring the collection. Restoring damaged works 
and materials and passing them on to future generations is one of the most basic activities in the 
museum.
　The main purpose of this paper is to report the outline of the restoration of Heihachiro Fukuda's 
“Clouds” (1950), which was completed in March 2022. This restoration was supported by Idemitsu 
Museum of Arts Grant Division (formerly the Idemitsu Cultural Welfare Foundation) in 2020.
　“Clouds” is donated by the bereaved family in 2015. At the time of donation, the screen and 
frame were already severely damaged, so it could never be exhibited. The first exhibition after the 
restoration of “Clouds” is scheduled for 2022, and it will be the first exhibition in 72 years since the 
6th Nitten Exhibition.
　“Clouds” has become an unknown work because it has not been released for a long time, but 
this paper analyzes the modeling and background of “Clouds” and introduces it as a new aspect of 
Heihachiro Fukuda's painting expression.





大分県立美術館 研究紀要　第６号

編集・発行：公益財団法人 大分県芸術文化スポーツ振興財団・大分県立美術館

発行日：令和４（2022）年３月 31 日

印　刷：いづみ印刷株式会社

©Oita Prefectural Art Museum，2022　　Printed in Japan



大分県立美術館 研究紀要　第６号
Bulletin of Oita Prefectural Art Museum No.６

大

分

県

立

美

術

館

 

研

究

紀

要

　
第

６

号

B
u

lle
tin

 o
f O

ita
 P

re
fe

c
tu

ra
l A

rt M
u

se
u

m
 N

o
.6

　
　
　
　 

　

　202
2


